
　　　　

2024 年 11 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 15 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・こども、成人施設合同の夏祭り・クリスマス会

（別添資料１）

家族支援
・心理相談　・療育参観
・必要に応じての個別相談

移行支援
・在籍園への訪問
・並行通園利用日数について、在籍園と連携を取りながら調整します。

地域支援・地域連携
・在籍園との情報交換、連携
・年２回市民向け講座、年１回支援者向け研修等

職員の質の向上
・事業所内での虐待防止、身体拘束の禁止、感染症に関する研修を実施。
・在籍年数、職位に応じた研修、訓練、会議等を適宜行っています。

支　援　内　容

〇心身の健康状態の把握
・受け入れ時の視診をはじめ、支援中の健康観察を実施します。
〇身辺自立についての支援
・食具を適切に使いながら、離席なく自分の席で食事ができるよう支援します。
・時間誘導でトイレに促し、トイレでの排泄の定着をはかります。
・衣服の着脱や靴の脱ぎはきが自分でできるよう支援します。
・必要に応じて、ご家庭での食事や排泄等の身辺自立の進め方について相談・助言をします。

〇姿勢や運動・動作の向上
・運動遊びやサーキットを通して、身体能力の向上や運動機能の発達を促すための活動を行います。（トンネル、一本橋、鉄棒、マット、トランポリン、バランスボール等）
・感覚遊びを通して様々な感覚に慣れ、感覚を使って遊ぶ楽しさを経験します。（新聞紙遊び、風船、粘土、スライム、泥遊び等）
・活動や個別課題を行う中で、手先の器用さの向上をはかります。（鉛筆、箸、プットイン課題、ひも通し、パズル、ブロック等）

本
人
支
援

〇認知や行動の手掛かりとなる概念の形成
・物の機能や属性、形、色、空間、時間等の認知の発達を促します。(絵本、絵カード、積木、図形、色、時計等の課題)
・適切な行動の形成を促し、認知の偏りの配慮をします。(予定表を提示して見通しを持たせる、絵カード・写真等を使用した視覚支援、余計な視覚刺激の排除等)
・自分の気持ちに気づき、上手にコントロールする方法を一緒に考えます。

〇言葉・コミュニケーションの発達
・言葉の獲得や他者が伝えたことを聞く力の発達を促します。（朝の会・帰りの会、絵本の読み聞かせ、小集団活動での一斉指示等）
・要求を言葉やジェスチャーで伝えたり、自分の気持ちを言葉で表現したりできるよう支援します。
・他児との遊びの中で、物の貸し借りなどのやりとりの力が身につくよう支援します。

〇他者とのかかわりや遊び、集団活動を通じた社会性の発達
・他者に対して基本的な信頼感を持つことができるよう、お子さんの気持ちに寄り添いながら、お子さんとの関係づくりを大切にします。
・遊びや活動を通して、お子さん同士が互いに関係を築けるよう、必要に応じて大人が間に入りながらお子さん同士のかかわりを促します。
・集団活動を行う中で、順番やルールを理解して守ったり、場に応じた適切な行動を取ったりすることができるよう支援します。（絵カード、写真などの視覚支援）

支援方針
・お子さんが身辺自立の力を身につけ、他者とコミュニケーションを取りながら楽しんで集団参加ができるよう支援します。
・お子さんの個の能力の向上をはかり、集団参加の力を高めるために、専門職と連携を取りながら個別や小集団の活動を行います。
・ご家族様への相談援助や関係機関との連携を行い、常にお子さん及びご家族様の立場に立ってサービスの提供を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
岡崎市福祉事業団は、幼児期から学齢期までの児童通所支援の提供を基本とする中で、ご家族や保育園・学校など関係機関へのサポートも
行うことにより、お子さんが健やかに成長できるよう地域の支援力向上に貢献します。

事業所名 こども支援センターすだち 作成日支援プログラム(　児童発達支援　並行通園　）


